
近代詩の先駆者としてのG. M. ホプキンズ

緒　方　登　摩

ホプキンズの没後すでに 100有余年が経過した。 19世紀に生を うけ， しかもイエズス会

に属する宗教詩人であ りながら， この詩人にはど う してか近代詩の先駆者と してのイメー

ジがつきまと っている。 その原因の一つと して彼の詩が友人ロバー ト ・ ブ リ ッジズによ っ

てはじめて公にされたのが， 彼の死後約30年を経た 1918年であったこ とがあげられるだろ

う。 つま り彼の詩はヴィ ク ト リ ア時代においてはほとんど理解されず， 20世紀になっては

じめて正当に評価されるよ う になったと言えるのである。

かつて彼は 「無意識的革命詩人」， 「一種の単性生殖によってこの世に生まれ落ちて来た

かのよ うな詩人」 と評されたこ とがある。 それほどに彼の詩は英文学のそれまでの主流か

ら隔絶されたものであ り ， 技巧上の変革さえも 「建築の天才児が煉瓦をいじ く っている う

ちに， 新し く一つの建築様式をあみだしたよ うなもの」 であると言われてきた。 実はこの

突然変異性と無意識性のう ちに詩人ホプキンズの本質が存するのであって， 祖を持たない

孤高性がその技巧と相ま って， まれに見る近代性を生み出しているのである。

「 ・ ・ ・絶望よ 　僕はお前を楽しんだりはしない／僕の内なる人間のこのぎ りぎ りの織り

糸を――たとえどんなにゆるんでいよ う と も――／僕はほど こ うなど とはしない 　僕には

できる／何かができる 　望むこ と 　せめて夜明けをと願い死ぬこ とを選ばないこ とだけは

できるのだ」 （「腐った肉の慰め」） と彼は自分の心の深奥の苦しみを切々と訴えるが， そこ

に見られるのはハムレ ッ ト的な 「生きるか　死ぬか」 ではな く ， 生を前提と した詩人の苦

悩である。 このよ うな心の葛藤と結びつ く技巧こそ近代詩の進むべき方向を示唆するもの

であったと言えよ う。

時の流れと共にホプキンスの詩に対する評価もさ まざまな変遷を経てきた。 その中でも

特筆すべきこ とは， 欧米において今日まで 2回いわゆるホプキンズブームとい う ものが存
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在したとい う こ とである。 最初のブームは第一次世界大戦後， 折からのフ ァ ッシズムの台

頭にさから うかのよ う に発生したもので， 当時彼の詩は多くの左翼詩人によってもてはや

され模倣された。 さ らに第二次世界大戦を経て 2回目のブームが訪れる。 特に 60年代以降

ホプキンズに対する評価はとみに高ま り ， 1985年に第5版が発行された 「オッ クスフォー ド

英文学辞典」 でホプキンズははじめてメイジャー ・ ポエ ト とい う名誉ある地位を獲得する

に至ったのである。

この 2回にわたるブームには大きな共通点がある。 彼は殊の外事物の持つ 「個」 を尊重す

る詩人であった。 彼は自ら 「インスケイプ」 とい う こ とばを編み出しているが， 「インスケ

イプ」 とはわか りやすく言うならば， 個々の事物の持つ 「内なる姿」， 個がそれ自身と して

持つそのものの価値とい う意味で， 彼の詩はすべてのものにおける 「インスケイプ」 の追

求であると言っても過言ではない。 詩人と して彼は 「この世のものはみなそれぞれ　同じ

一つのこ と を行う／それぞれ内に住む姿をあ らわし／自己を申し立て――己が道を歩み

〈自我〉 を語り　 〈自我〉 を綴り　 〈私のなすこ とが私であ り 　私はそのために生まれてきた

のだ〉 と叫ぶのだ」 （「かわせみが火と燃えて」） と終始個を志向してやまない。

第一次大戦後のフ ァ ッシズムに根ざした全体主義と， 第二次世界大戦後の急激な価値観

の変動と画一性に対する反動と して， ホプキンズの個性志向がその時代の人たちの共感を

呼んだこ とは自然の成り行きであったと言えるだろ う。

詩が時代とかかわ り合いを持つのは， その詩の社会性によるのではな く ， その詩の 「真

摯な普遍性」 にあると思われる。 真の詩人は時代を超えたと こ ろにあ り ながら， 時代を包

みこむ役割を果たしていると言ってもいいだろ う。 そうい う意味でホプキンズはいわば近

代を先取り したヴィ ク ト リ ア詩人であった。

「さからい 　自ずからなる価値を持ち 　はみ出し 　斬新さを帯びよ う と した」 （「美しき

斑」） ホプキンズの生きざまの中に， 一世紀とい う年月を経てやっ と真の理解をかちとる こ

とのできた孤高の詩人の清冽な姿を見る こ とができるのである。 すべてのものが画一化さ

れ管理化されているかのよ うな現代において， ホプキンズの詩の持つ意義はまこ とに大き

いと言わねばならない。
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